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※転載ご希望の場合はご連絡ください。

私たちの毎日は、仕事や家庭、地域での役割など、さまざまな場面で忙しく過ぎていきます。
その中で、心や体の不調を抱えながらも「大丈夫」と頑張ってしまうことはありませんか？
女性の健康は、ライフステージや生活環境によって変化しやすく、ときには自分でも気づかないうちに無理をしていることがあります。
働く女性、これから働く女性が心身ともに健やかでいられるよう、日々の暮らしに役立つ情報をまとめました。

特集インタビュー　RED MAPLE CLINIC 院長　内科・美容皮膚科医　竹林　紅   先生

最　新　情　報　Femtech ( フェムテック )

お　知　ら　せ　 令和７年度男女共同参画推進表彰　◾個人及び団体の部：小山内　世喜子   さん　◾事業者の部：株式会社東京堂　青森支店

輝　　  き　  　人　 青森明の星高等学校　チーム SDGｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

アンジュール VIEW　Nonbinary ( ノンバイナリー )

　自分の性自認 ( 体の性ではなく自分で認識している自分の性 ) や表現したい性が
「男性」「女性」どちらにもあてはまらない、男女の枠にあてはめないというセクシュ

アリティを指します。
　「ノンバイナリー」は男女二元論にとらわれないという意味が含まれており、
ＬＧＢＴＱのＱに含まれている Queer (クィア ) に内包される言葉です。
　しかし、同じノンバイナリーを自認する人でも性的指向 ( 好きになる性 ) はそれ
ぞれ異なり、他者に恋愛感情を抱かない人もいます。更にファッションや言動な
どのジェンダー表現も個人によってそれぞれ異なる多様さがあります。
　また、よく混同されがちな「トランスジェンダー」ですが、こちらは出生時に
割り当てられた性別と自身の性自認が一致しないセクシャリティのことを指します。

※Queer( クィア )･･･ヘテロセクシャル ( 異性愛者 ) やシスジェンダー ( 出生時に割り当てられ
た性と性自認が一致している人のこと ) 以外全てのセクシャルマイノリティを指す言葉。

Nonbinary ( ノンバイナリー )

青森明の星高等学校  チーム SDGs とは？
青森県内で SDGs の啓発を目標に日々活動に取り組ん
でいるチーム。2018 年の発足当時、所属人数は 12 人
でしたが、現在では 89 人が所属する大チームに成長。
SDGs のテーマに合わせ、7つのプロジェクト活動を実
施しています。その中の貧困格差解消プロジェクトでは、
県内企業や著名人とのパネルディスカッションやウェ
ブ会議アプリケーション「ZOOM」を活用して海外と
の交流を図るなど、国内外を問わず積極的に活動に
取り組んでいます。

『令和５年度 SDGs QUEST みらい甲子園青森県大会』
では、「月経教育と布ナプキンの普及を目指そう！」の
プランで、アクションアイデア優秀賞を受賞。

はじまりは 3 年前のクラス活動から
日本でも深刻化する「生理の貧困」問題をなんとかし
たい。そんな思いから、校内に紙ナプキンを設置し、
必要とする人に循環させる取組を始めました。この
一つの行動が、やがて世界へと
つながる活動へ広がるきっかけ
になりました。

世界へとつながるきっかけ
インドでの女性差別の現実に憂慮し、

「自分にできることを」と支援団体「HANARU（果なる）」
を立ち上げた十和田市出身のゴビンダサミイ佳代子
さんの活動が、中高時代の同級生で青森明の星高校の
T 先生を通じて生徒たちにも広まり、プロジェクトの
活動は世界へとつながることになりました。
現在オーストラリア在住のゴビンダサミイ佳代子さん
は、代表を務める「HANARU（果なる）」を通じてイン
ドの女性や少女を支える活動を続けています。

「HANARU（果なる）」の布ナプキンの大きな仕組み
インドでは、現在でも 23％の女子が初潮を迎えると学
校へ行けなくなる現実があります。宗教的に「穢(けが)
れている」 存在と見なされているからです。紙ナプキ
ンを買えず、１週間「生理小屋」で過ごす少女もいます。
そこで「HANARU（果なる）」は 2014 年に布ナプキン
を開発し、私たちが布ナプキンを購入すると、その半
額が寄付となり、同じ布ナプキンがインドの少女達へ
と無料で贈られるシステムをつくりました。さらに、
布ナプキンの製造をインド女性に任せることで、雇用
を創出することにもつながっています。

　   チーム SDGs のメンバーが伝えたいこと
小さな選択でも、未来の地球を守る一歩になります。
現在貧困格差解消プロジェクトは、文化祭や浪打銀座
祭り、青森市の催し等に積極的に参加し、インドの貧困
状況の説明や「HANARU （果なる）」の紹介、そして布
ナプキンの販売を行っています。「生理は恥ずかしい
ことではなく、誰にでも関わる大切なこと。だからこそ、
みんなで理解し支え合うべき」を合い言葉に、校内で
男女一緒の月経教育にも取り組んでいます。

「生理の貧困」問題は、教育格差・ジェンダーギャップ・他
者理解・環境破壊・経済効果といった様々な社会課題に結
びついています。青森明の星高校か
ら広がるこの活動が、「今」と「未来」
の共生社会を創る大きな一歩となる
ことを願っています。

生理の貧困からグローバルな活動へ！生理の貧困からグローバルな活動へ！

✨
〜青森明の星高等学校　
　　　　     チーム SDGs✨〜
〜青森明の星高等学校　
　　　　     チーム SDGs✨〜

青森明の星高校HP HANARU_HP

「私を、
  もっと大切に」

「私を、
  もっと大切に」
～ 一人ひとりの Well-being を考える ～

「Well-being（ウェルビーイング）」：身体的・精神的・社会的に良好な状態にあることを意味する概念で、「幸福」と翻訳されることも多い言葉
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健康を包括的に支援するため、厚生労働省の研究班が
情報発信を行っています。

〇ライフステージ別女性の健康ガイド
〇これって病気かな？女性の病気セルフチェック
〇ヘルスケアラボ e ラーニング学習（動画）

オ
ス
ス
メ

女性の健康についての情報提供サイト　

「女性の健康推進室ヘルスケアラボ」
「厚生労働省事業」東京大学産婦人科学講座・国立成育医療研究センター監修

★人事担当者、スポーツ関係者、中高年女性、
養護教諭の方に特に必見の内容です♪
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RED MAPLE CLINIC 
by Dr.Kurenai　院長

株式会社東京堂　青森支店
平成 24 年　青森市に開店
音楽教室の運営や楽器販売等の事業を展開

○女性活躍推進に向けた取組
従業員の女性割合が青森支店では 100％、会社全体でも 66.7％
を占めており、女性が子育てをしながら活躍できるように、独
自の「みんなで思いやり配慮ルール※」を導入しています。
※お互いに思いやりと配慮を持つことで、共に働く仲間が出産や育児、病気、
介護等で勤務しにくい事情があっても柔軟な取扱いにより働き続けることの
できるルール

○男女がともに働きやすい環境づくり
職場におけるハラスメント防止に関する規定を設け、社会保
険労務士による社内セミナーや個人面談等を実施しています。

○仕事やその他の活動と家庭生活の両立支援
１時間単位での年次有給休暇取得制度や、孫の育児や世話等
に使用できる孫の看護休暇制度、育児短時間勤務やリモート
ワーク環境の整備など支援が充実。また、人材育成の取組
として個々のキャリア形成サポートにも力を入れています。
令和元年にはくるみん※認定を受けています。

※くるみん
「子育てサポート企業」として、厚生労働大臣が認定する制度

「個人及び団体の部」「個人及び団体の部」 「事業者の部」「事業者の部」

小山内　世喜子　さん
一般社団法人男女共同参画
地域みらいねっと　代表理事

○男女共同参画社会づくりの取組
平成 29 年に一般社団法人男女共同参画地域みらいねっとを設
立し、「防災と男女共同参画」をテーマとした活動等に取り組
むことで、男女共同参画の視点から防災力の向上に大きく寄与
されています。

○複数年にわたる活動実績
平成 18 年から青森県男女共同参画センターの指定管理者とし
て運営に携わり、副館長、館長を務めた後、現職として活動
しています。長きにわたり男女共同参画の推進に取り組まれ
ています。

○地域への貢献
市内中学校等で「ジェンダー視点を取り入れた防災教育」を
実施し、防災を通して、ジェンダー問題の解決や女性がリーダー
になることの大切さを伝えています。
また、地域防災の担い手育成のため「女性防災リーダー育成
プログラム事業」を実施し、ジェンダーや多様性配慮の視点
を持ち備えた女性防災リーダーを育成しています。

Femtech(フェムテック )

青森市男女共同参画推進表彰式
左：赤坂副市長　右：（株）東京堂

「健康経営」とは、
従業員などの 健康管理を
経営的な視点で考え、
戦略的に実践することです。

悩みは人それぞれ！ 自分に必要なフェムテックをさがしてみよう!

小山内世喜子さん特集インタビュー「防災について」を
詳しく知りたい方はアンジュール No.65 をチェック

フェムテックとは…？
女性特有の健康課題の解消策として、 近年「フェムテック」に注目が集まっています。
 「フェムテック」は『Female（女性）』+『Technology（テクノロジー・技術）』の造語で、
女性の健康に関する悩みを先進的な技術で解決するための製品・サービスを指します。
近年は「健康経営」の一環として企業がフェムテックを活用したサービスを導入する動きもあります。

健康や月経の
管理アプリ

痛みのない
乳がん検診機器

企業•法人•自治体向け
の健康管理サービス

身体をあたためてくれる
温活グッス

青森市では、男女共同参画の推進に関する取組を積極的に行う市民等に対し、男女共同参画推進表彰を行っています。
令和７年度は「個人及び団体の部」で１名、「事業者の部」で１事業者が受賞しました。

令和７年度　青森市男女共同参画推進表彰令和７年度　青森市男女共同参画推進表彰

青森市でも
受診できるよ !

参考：経済産業省Femtech

【健康経営 5 つの   メリット】 
①従業員の心身における健康増進
②意欲•活力の向上
③優秀な人材の獲得
     及び人材の定着
④企業の活性化による 生産性の向上
⑤医療費•労災関連コスト の削減
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Kurenai
　Takebayashi

   

 健 康 経 営 
 

社員の健康を守ることが

フェムテックを活用！

会社の利益に
つながる

女
性
た
ち
を
救
済
す
る
医
師


